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　三国時代の遺跡では、百済武寧王陵、宋山里古墳
(송






皇南大塚などの古墳と、扶余 ･ 陵山里遺跡 ( 능
ヌ ン サ ン リ
산리 )、
烏山 ･ 佳水洞遺跡 ( 가
カ ス ド ン
수동 )、釜山機張 ･ 古村遺跡
( 고
コジョン
촌 )、扶余 ･ 宮南地遺跡 ( 궁






　慶山 ･ 林堂遺跡は 2 ～ 4 世紀に形成されたと推
定され、多数の木製遺物と漆器など多様な種類の遺










(Cup)、瓶 (Bottle)、高坏 (Gobae)、勺 (Ladle)、椀 (Bowl)
など多様な形態をしている。大部分は黒漆が施さ
れており、一部遺物は赤い漆で文様が描かれている
( 図 1)。漆器遺物のうち 27 点は漆の痕跡のみが残っ
ているか、あるいは資料を採取することができな
いために、全部で 61 点の漆器遺物のうち、本研究





































微鏡 (ECLIPSE 80i, Nikon, Japan) と偏光顕微鏡 (DE/




点 (2240 片 ) に対して赤外分光分析を実施し、化
学基を確認し、使用されている塗料の調査を試みた。
漆塗膜試料の表面をマイクロスコープが装着された
赤外分光分析を利用して ATR( 全反射測定法 ) モー
ドで分析した。分析機器は忠北大学校共同実験実習
館が所蔵しているフーリエ分光赤外分光計 (IFS66/S, 
Bruker Optik GmbH, USA) を使用した。分析条件は、
Number of sample scans 13、 Number of background 




が含まれている漆片を対象として SEM-EDX ( エネ






機で 10 分間 2 回溶液を交換しながら漆塗膜に付着
した異物などを除去した。分析は忠北大学校共同
実験実習館の電界放出型走査電子顕微鏡 (FE-SEM, 
LEO-1530, ZEISS, Germany) を使用した。
Ⅲ .結果および考察
3.1. 光学および偏光顕微鏡分析
No. 遺物名称 遺物番号 No. 遺物名称 遺物番号 No. 遺物名称 遺物番号
1 Cup 2154 22 Gobae 2299 42 Bowl 3302
2 Bowl 2240 23 － 2356 43 Bowl 3314
3 Bowl 2360 24 Gobae 2400 44 Cup 3460
4 Gobae 2761 25 Cup 2522 45 Gobae 3464
5 Cap 2968 26 Bottle 2541 46 Bowl 3520
6 Bottle 3075 27 Gobae 2590 47 Gobae 3523
7 Saddle 3323 28 Cup 2592 48 Cup 3524
8 Bowl 3532 29 Cup 2614 49 Gobae 3530
9 － 3585 30 Gobae 2694 50 Armer 3536
10 Bowl 3586 31 Bowl 2916 51 Bowl 3537
11 Gobae 3592 32 Ladle 3043 52 － 3543
12 Ladle 3605 33 Cup 3045 53 Cap 3548
13 Bowl 3608 34 Gobae 3108 54 Cup 3560
14 Ladle 1902 35 Bowl 3109 55 Cup 3564
15 Cup 2009 36 Gobae 3110 56 Bowl 3582
16 Gobae 2056 37 Bowl 3112 57 Cap 3607
17 Cup 2153 38 Cup 3192 58 Bowl 3610
18 Bowl 2162 39 Bottle 3193 59 Cup 3611
19 Gobae 2203 40 Cup 3198 60 Bowl 3615
20 Bowl 2220 41 Cup 3300 61 Bowl 3624
21 Cap 2298 計　　61 点
表 1　分析を行った漆器の名前と番号 (　　　　: 本稿調査分 )
61
金大考古 78　　2020,　　58-68.　慶山林堂遺跡出土漆器遺物の漆技法





















































合して漆塗りしたものと推定される ( 図 2G)。偏光





サイズの大きい異物が含まれていた ( 図 2I)。光学
顕微鏡で観察されなかった異物が偏光顕微鏡によっ







したものと推定される ( 図 2K)。偏光顕微鏡で下地
層と漆層内部に包含されている少量の異物が観察さ





が観察された ( 図 2M)。偏光顕微鏡で中間層は比較






を混合して漆塗りしたと推定される ( 図 2O)。偏光
顕微鏡で下地層の無色鉱物は発光しないことが観察
され、光学顕微鏡で観察されなかった漆層内部の異






層は厚い黒色層であることが観察された ( 図 2Q)。
偏光顕微鏡によって下地層と漆層の内部から光学顕
微鏡では確認されなかった異物が一部観察された。













漆層は 2 枚確認された ( 図 2U)。偏光顕微鏡で下地
層の無色鉱物が観察され、光学顕微鏡で観察されな





混合して漆塗りしたものと推定される ( 図 2W)。偏
光顕微鏡からは光学顕微鏡で観察されなかった漆層






推定される ( 図 2Y)。偏光顕微鏡で下地層の無色鉱
物が観察された ( 図 2Z)。
　13 点の漆塗膜に対して顕微鏡観察を行った結果、
漆塗膜の厚さは約 30 ～ 70㎛の間に収まり、下地




物と発光しない鉱物 ( ガラス質 ) が確認され、土粉
が使用されたものと判断される。黒色層は約 1㎛以





図 3　漆試料 (2240) の赤外分光分析結果
のものと判断される。3075 の漆塗膜の場合、下地
層を塗りする前に下漆塗りしたことが確認された。












結果、3299cm-1 付近からヒドルキシ基 (O-H) に起
因する広い吸収帯が現れ、2925cm-1、2854cm-1 に
メチル基の C-H 伸縮および変角振動に起因する吸
収帯が観察された。1641cm-1 ～ 1550cm-1 付近の
吸収帯は、芳香族の骨格振動、C=C、C=O 伸縮振
動に起因するものと判断され、1403cm-1 にメチレ
ン基 (-CH2) の吸収が観察された。1038cm-1 付近の
C=O バンドの大きな吸収は、漆塗膜の酸化生成物
と漆塗膜の底層に含まれている無機成分によるもの

















ム (Na)、アルミニウム (Al)、カルシウム (Ca) が検
出され、多量のケイ素 (Si) が検出され、土粉と煤を
使用し、木材に下塗りしたことを確認することがで
きた。純粋な漆層 (pt2, 3) では、硫黄 (S)、カルシ
ウム (Ca)、鉄 (Fe)、亜鉛 (Zn) が少量検出され、埋
蔵されていた時の土壌中の成分が一部混入したもの
と推定される。上層 (pt1) ではカルシウム (Ca) が少
量検出され、鉄成分が多く検出され、酸化鉄を包含
する「石間朱」を漆と混合して漆塗りしたものと判




ム (Na)、マグネシウム (Mg)、硫黄 (S)、塩素 (Cl)、
カルシウム (Ca) が検出され、下地層上の漆層 (pt1~3
からも窒素 (N) と塩素 (Cl) が比較的多く検出され、





れる ( 図 4B, 表 3)。
3.4. 製作技法の分類
　本研究で分析された 13 点と岡田文男によって分


















分類 Lower layer Middle layer Upper layer 番号




煤 + 漆 3
木炭 + 漆 1
煤 漆 1煤 + 漆 2
なし 漆 11
Ⅱ 煤 + 漆
漆 漆 5Fe2O3+ 漆 2
煤 漆 2煤＋漆 1
－ 漆 3煤＋漆 1
Ⅲ 漆 煤 漆 1－ 煤＋漆 1
Ⅳ 土粉 + 漆 － 漆 1





Elements (Wt.%) TotalC O Na Al Si S Ca Fe Zn
pt 1 42.79 30.76 3.11 23.34 100.0
pt 2 55.27 28.43 1.35 5.43 6.78 2.74 100.0
pt3 55.64 34.94 3.91 2.79 2.72 100.0
pt 4 15.39 43.55 6.34 9.09 23.81 1.82 100.0
Analysis 
points
Elements (Wt.%) TotalC N O Na Mg S Cl Ca Au
pt 1 66.59 9.53 20.14 3.74 96.26
pt 2 69.75 23.98 0.37 0.98 0.55 4.37 94.1
pt3 69.41 25.26 0.23 1.25 3.85 94.9
pt 4 62.89 32.37 0.20 0.24 1.11 0.14 3.05 95.7
表 2　漆試料 3585 の SEM-EDX 分析の結果














つ ( ①漆 + 漆 (L+L), ②漆 + 酸化鉄 (L+Fe), ③漆 + 煤 ( 
L+S), ④漆 + 木炭 (L+C), ⑤煤 + 漆 (S+L), ⑥煤 + 土粉
(S+S), ⑦漆 1 層のみ (N+L), ⑧煤 1 層のみ (N+S)) で、
このうち、中層と上層に純粋な漆のみを使用して漆




















ルミ (Platycarya strobilacea Sieb. et Zucc.)、ケンポナ
シ (Hovenia dulcis Thunb.)、ニレ属 (Ulmus spp.)、ケ
ヤキ (Zelkova serrata Makino) が多数観察され、散孔
分類 Lower layer Upper layer 番号


















Ⅳ 土粉 + 漆 Platycarya strobilacea 1
V 木炭 + 漆 Hard pine 1
合　計 60
表 5　林堂遺跡から出土した漆器の樹種と下地層




遺跡 時代 Lower layer Upper layer 漆層の数
光州 新昌洞 BC 1 ～ AD 1 世紀 煤 , 土粉 , Fe2O3 － 2-3
金海 鳳凰洞 AD1 ～ 2 世紀 土粉 , 木炭 , Fe2O3 1-2
昌原 茶戸里 AD1 ～ 3 世紀 煤 , 土粉 ( 煤が主 ) HgS, Fe2O3 1-3
金海 大成洞古墳 AD 3 世紀 煤 HgS 2
ソウル 石村洞古墳 ( 訳 1 AD 4 世紀 木炭 , 土粉 Fe2O3 3
原州 法泉里 AD 4 世紀 土粉と骨粉 HgS 2
慶州 壺杅塚 AD 5 世紀 煤 , 土粉 HgS 7
公州 武寧王陵 AD 5 ～ 6 世紀 煤 , 緑色顔料 (green pigment) 1-3
大田 月坪山城 AD 6 世紀 煤 , 土粉 2
扶余 陵山里 AD 6 世紀 煤 , 土粉 2-3
扶余 双北里 AD 6 世紀 土粉 5
慶州 芳内里 AD 6 世紀 土粉 , 骨粉 ( 布着せ後 ) 2-3
慶州 雁鴨池 AD 7 世紀 土粉 , 骨粉 ( 布着せ後 ) HgS 2-3




spp.)、エゴノキ属 (Styrax spp.) のような導管のサイ










前 1 世紀～後 7 世紀に形成された遺跡で、光州新
昌洞、金海鳳凰洞、昌原茶戸里、金海大成洞古墳群、




イ  ヨ ン ヒ
容喜ほか 2008; 金
キム スチョル
洙喆ほか 2009; 同 2010;  
李






粉は 4 世紀、織物は 6 世紀から下地層に使用され
たものとみられ、三国時代中期以降より使用された
ものと判断される。
　林堂遺跡よりやや早い時期 ( 前 1 世紀 ~ 後 1 世
紀 ) に形成された茶戸里遺跡では、赤色を出すため
に辰砂が使用されており、酸化鉄を使用した漆器も
1 点確認されている。後 3 世紀の大成洞古墳群と後





れており、林堂遺跡 ( 後 2~4 世紀 ) でも酸化鉄が主
に使用されていた。また中層および上層に酸化鉄が
確認された地域は、大部分が慶尚道地域である。現
在酸化鉄 ( 石間朱 ) の産出地域として知られている
のは鶏龍山一帯 [Lee J. H. et al.2003] と鬱陵島の朱土












いが、平均的に 2 ～ 3 回の漆塗りしたものが大部
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Abstract　　In order to identify the application 
techniques of wooden lacquerware artifacts, optical/
polarized light microscopy, Fourier transform infrared 
(FT-IR) spectroscopy, and scanning electron microscopy 
(SEM) equipped with energy dispersive X-ray analysis 
(EDX) were conducted on the lacquer films of 61 
wooden lacquerware artifacts excavated from the 
Imdang-dong site, Gyeongsan, Korea. Powdered soil, 
soot, and charcoal were used as a filler for the undercoat, 
and iron oxide (Fe2O3) was used as a red pigment. Five 
different applying techniques were identified for the 
undercoat according to the composition of the lacquer. 
Eight different application techniques were identified 
for the final coat (on the middle layer and surface layer). 
Totally seventeen application techniques were identified 
based on the combination methods of the undercoat and 
finalcoat. Consequently, the undercoating techniques of 
Imdang-dong lacquerwares were found to be similar to 
those of lacquerwares from excavated in other provinces. 
However, the use of iron oxide as a red pigment at 
Gyeongsang province is very characteristic compared 
with others.
